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。定例理事会

4月6日(火) 7・30PM

光市医師会館

0報告事項
1. 学術研修会開催の件

講師、場所設営、準備等について

2. 臨時理事会開催Kついて

研修会終了後、理事会とする件

。協議事項

1. 定時総会の立案計画

イ.設営竹中、近藤先生担当

ロ.議題の決定議長K説明の乙と

ハ.案内状の作制発送処理、伊藤先生

担当

2. 事業報告Kついて

会員の移動

森先生 4月1臼付で退会予定

各項目別K原案を検討修正

3. 昭和56年度決算報告について

内容説明竹中先生

退職金引当金についての討議

4. 事業計画案Kついて

各項目別K検討

光市三師会参加の件について(今

年は薬剤師会担当)参加の是非、並

びK会費負担の是非

健保組合との懇談会の計画と予算

手当

産業保健医研修会 9月lζ予定

体育大会の再検討

5. 昭和57年度予算案

1982 

各項目の検討討議

広域集配助成金の問題 5 8年度

については不明の由

6. 渉外資と慶弔費の分類Kついて

7. 休日在宅医助成金の配分Kついて

8. 事務職員の雇用契約書の作製につい

て

9. 事務職員の就業規則並びに健康保険

等の準備について

。学術研修会

4月13日(火) 7・∞PM
光市医師会館

l 学術映画 (3 0分)

Z 講演

演題呼吸器疾患の診断と治療

(レントゲンを中心として)

講師 山口大学政射線科教室講師

橋本先生

後援田辺製薬

。臨時理事会

4月13臼(火) 9・ωPM

光市医師会館

O協議事項

l 卒業計両案の検討

イ.基本}j針 アンケートの意先尊重

ロ.保険診療の研修(学問のみならず)

ハ.福祉関係の行事体育大会と永年

勤続ぷ彰のあり方Kついて

ニ.広報関係

ホ.学術関係

へ.労働保険組合の継続について

ト.納税組合の継続について

Z 昭和 57年度予算案説明

各項目ごとK説明、検討
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3. 事務職員の給与の決定と時間外勤務

の規定について

必要と認められるもののみ許可とす

る。

。昭和57年度光市医師会定時総会

4月24日(土) 3・∞PM
室積金久別館

開会に先だち、亀田夫人より光市医師会

各位iζ対して、御桟拶とお礼のお言葉をい

ただく。

出席者26名、委任状堤山者 11名、計

3 7名にて総会成立。

大野会長の挨拶、続いて田民議長総会開

催の挨拶の後、議事録署名委員K守友雅彦

氏と藤原邦彦氏を指名する。

議事の前tζ故亀田{乞先生の黙絡を行う。

O議案審議

第l号議案 昭和 56年度事業報告(承

認事項) 大野会長より報告

第2号議案昭和 56年度会計報告(承

認事項) 竹中副会長より才

入才出決算許の報告あり。約

393万余残高.のある乙とを

報告する。

田村勝司監事より会計監査し、問題の

ないζ とを報告する。

第3号議案 昭和56年納税組合収支報

告(報告事項) 渡辺貞雄会

員より収支報告あり。

国民議長より、第 1、第 2、第3号議

案について質疑を求めたが、質疑異議な

く全員賛成の拍手にて原案通り承認。

第4号議案 昭和57年度事業計画案(

決議事項)の説明 後記
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第5号議案 昭和57年度収支予算案(

決議事項) 竹中副会長より

具体的内容趣旨説明あり。

質疑異議なく全員賛成の拍手にて原案

通り承認された。

第6号議案 総会決議権限の委任κつい

て(決議事項) 大野会長よ

り、会費の増徴を伴わない予

算の補正は理事会の決議に委

任するJと提案説明し、全員

賛成で決議承認された。

終了午後4時50分

続いて午後5時より懇親会を朗催、松間

市長他市{則から、賀根教育長、誠永市民部

長、高橋市民部長、山本環境衛生課長、回

越消防長、と平野徳山保健所長、中野警察

署長8人の来賓を招いて賑やかな長会に続

いてて次会と続き、無事、総会を終了した。

昭和 57年度

光市医師会事業計画の基調

2 5年の長期iζ亘り、強力な指導力を発

揮された武見会長の退任により、武見時代

の終りを告げ、花岡新日本医師会民が就任

された。今後、日本医師会の動向について

は、医師会員は勿論、全国民的にも深い関

心をよせられていると考えられます。

昨年6月技術料尊重の方向として薬価基

準の大幅な切下げによる医療保険の点数改

正が行なわれま したが医師会員の満足すべ

き結果とはなっておりません。現在審議中

の臨時行政調査会の医療費抑制を主目的と

する答申、医療法改正の具体化的動向、自
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下、審議中の老人保険法案また、総医療費

の増加を医師の乱診、乱療Kよるとする短

絡的世論の構成、出来高払い制度の見直し

論等誠lζ医師をとりまく状況は多事多難と

考えられます、乙れ等中央の動向は吾々未

端の医師会に重大な影響をもたらすとと=

なります。医師会を眺める世論も一段とき

びしくなるものと思考します。

私達光市医師会は県医師会と緊密な連繋

を保ち、社会法人光市医師会の学術団体と

しての社会的、学術的倫理感の昂揚Kつと

め地域灰療の第一線を担う自負と使命感の

もとに地域における住民と医師との信頼関

係、を強め尊敬される医師会として発展して

ゆきたいと考えます。

以下昭和57年度の光市医師会事業運営

の基調κついて若干の抱負を述べさせてい

ただきます。

1. 会内の民主的運営を基本として融和と

団結、親睦をはかり、光市医師会の発展

を期したいと思います。

Z 学術の研 と保険診療

最近の診断技術、医療の進歩発達は驚

くべき発展があり、新しい知識が日々導

入されつ〉あります、吾々医師会は医を

以って業とする学術団体であります。医

学、医術を通じて地域住民と深く結びつ

き、地域住民の疾病治績と健康増進K貢

献する乙とが公益法人医師会の任務と考

えます、住民医療に対する要望は従来iζ

も増して高まり医事紛争iζ発展の可能性

の底抗となり、批判となりうる事を吾々

1982 

は心κとめおくべきであります。

従って、吾々は常に学術の研績を怠ら

ない事が是非共必要であり、乙の為、従

来iζも増して瀕聞に講演会を開催し、ま

た、抄読会症例発表会を開催致す所存で

あります。

尚、相互のプライマリケアーを中心と

するセミナ一等の研究会参加等について

は医師会よりの柿助制度を計画致す所存

であります。

保険診療につきましては前述しました

通り昨年6月に改在されたわけでありま

すが、幾多の不満と;f盾を残し、大方の

会員の不満をかつて屑りますが保険診療

制度の枠を外れる事の制限をかせられて

おります。然し、差縮的診般におちいる

事なく、学術的基盤K基づいて正々堂々

と診療を行う為にも前述の学術研績と相

まって保険診療についての検討を行う事

も必要と存じます。尚、本年度は光市医

師会主催で周南三市医師会、各健保組合

との協議会を計聞しております。

&地埠医療
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事業報告で述べました通り、昭和 56 

年度tζおきましては、休日当番医制をは

じめ各積健診、予防接種、学校保健等iζ

ついて多大の貢献をしておりますが、本

年も例年通り計画性ある実践会通じ地域

社会の保健衛生の向上lζ賢し、成果をあ

げるよう努力する所再であります。

県医師会においては本年度より地域医

療計画の新しい部門を設目されました。

光市医師会においても乙の部門の担当理

〉
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事を定め県医師会との関連をもたせ検討

する体制を定めました。

4 産業保険、学校保健

県医師会においては中高年令者の健康

づくりシルバーヘルスプラン研修会を計

画されておりますが、光地区においても

事業場健康管理者と産業医との研修会を

年一度行う予定であります。

学校保健については従来疎外されがち

であった高等学校、学校保健について検

討を進めたい所存であります。

5.広報

会報も既K1 1 5号K述し光市医師会

の歴史を刻み、会員相互の怠忠掠通と情

報伝達の使命を果たしてさておりますが

今後、会報のあり方を再検討しますます

充実したものに致したい所存であります。

&福祉

(1)例年実施しております永年勤続者表

1982 

彰、体育大会については本年度も実施

したいと考えますが、そのあり方につ

いては充分検討しなければならないと

考えております。

(2) 事務局の効率的運営を検討し、医師

会納税組合については従前通りの発展

を期待し、医師会労働保険事務組合に

ついても能率良き事務処理のできるよ

う研究致す所存であります。

会会合会食

院師会報の表紙と原稿をお願いします

・会報の表紙は、従来は趣味とか作品等

iζなっていましたが、乙れからは、それの

上κ会員のペットに拡大したいと思います。

犬、小鳥、庭木なんでも表紙tとしていき

たいと考えていますので、お願い致しまし

たら辞退しないで、お力添えいただけます

よう何とぞ宜しくお願い申し上げます。

もし出来ましたら、 一寸した小文でもいた

だけると更に幸せです。

病院群輪番制病院の来院患者診療科目別 ・住所別等調(病院別)

昭和56年度 周南地域救急医療対策協議会

I~ 灰分 当 !.l.1 者 数 調 (人)

i病続名 ~ 

番
科 自 sIJ 来 後 怠 者 数 性 君。

日
数 内科 小児科 外科

}官 邸bI~. 節外科 耳鼻科 他科 計 男 女ド~V/M~

徳山医師会病院 20 16 22 38 23 15 

徳山中央病院 17 17 4 21 10 10 5 67 44 23 

徳山記 念 悩院 6 5 13 18 13 5 

徳 山 J.ii E記 3 2 2 2 

南 陽 病 E主 7 13 13 8 34 18 16 

東洋鋪鍍病院 2 (4) 3 3 3 

下松記 念病院 4 (6) 30 2 32 16 16 

光市 ¥'f.病院 7 23 18 2'， 23 92 58 34 

66 77 22 128 43 10 5 286 177 109 
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関係市町村別怠者数 他市町村 Z住者数ル ミミ患者の

徳山市下位市光市 岡~苛鹿野町大右前臨kllJ玖同町県内 県外

徳山医 師会病院 23 3 

徳山中央病院 33 8 3 9 

徳山記念病院 11 2 2 

徳 山 病 院
一

南 騒 病 院 13 2 4 13 

東洋錫鍍病院 l 

下.f2記念、病院 4 13 8 

光市立病院 8 5 60 2 

針 94 32 77 31 

あとがき

島田川河口の烏は、いつも沢山いますし、

四季春秋を通じて、いろんな烏がいるのが

楽しめますが、シギ科の烏はいつでも容易

K顔を見る乙とが出来ます。表紙の トウネ

ンはハマシギについでよく観るととが出来

まして、雀よりもす乙し大きい位で、チュ

リッという声で鳴き、群をつくっている乙

とが多いので群舞がきれいです。体が小さ

いので、その年うまれ当年のものという窓

味で名付けられたそうです。

3 

3 

3 

5 

15 
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